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「考え、議論する道徳」の実現に向けた授業構想＜中・道徳＞

特別研修員 道徳 前原 聡（中学校教諭）

１．本時で扱う道徳的価値を想起し、問題意識をもつ。

○駐車場の周りにコーンがあります。それは、何のため
にあるか分かりますか。

・「きまり」に関わる身近な事例を提示し、道徳的な
価値（遵法精神）に根差した問題を自分事として考
えさせる。

道徳的諸価値についての理解を深めるために

授業改善の視点
主人公の考えに対する自らの意見をもち、全体で比較・
検討することで、道徳的価値に根差した現実的な問題意識
に対する自己の思いや願いを深められるようにする。

主題名 「きまり」の意義
内容項目Ｃ-(10)遵法精神・公徳心

教材名 『人に迷惑をかけなければいいのか？』

主題名 最後までやり抜く強い意志をもつ
内容項目Ａｰ(４)希望と勇気、努力と強い意志

教材名 『伊勢崎銘仙とともに～下城弥一郎』

授業改善の視点
地域の人的な資源を活用する場合には、偉業だけを強調
するのではなく偉人の人間の弱さを想像させることで、展
開後段から自分事として振り返らせやすくする。

２．中心的な教材によって、本時で扱う道徳的価値の
追求を行う。

○「僕」は「人に迷惑をかけなければいい」と考えてい
ました。これに共感しますか、しませんか。
○共感する人から意見をどうぞ。

○双方に反論か質問はあり
ますか。

◎「そして今朝、初めてわ
かったような気がした。」とありますが、
「僕」は何が分かったの
でしょうか。

物事を広い視野から多面的・多角的に考え、
自己の生き方についての考えを深めるために

・それぞれの立場の理由を
考えて議論させることで、
多様な感じ方や考え方を
引き出す。

３．本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考
えを振り返る。

○「きまり」は何のためにあると考えますか。

人間としての生き方についての考えを深めるために

・様々な意見を比較・検討することで身近な社会に留ま
らず、人間の生き方に関する意見など様々な考えが出
されると予想される。

１．本時で扱う道徳的価値を想起し、問題意識をもつ。

○今、あなたには目標がありますか。達成する可能性は
どのくらいですか。

・現在の目標を明示させ、道徳的な価値（人間の強さ）
に根差した問題を自分ごととして捉えさせる。

道徳的諸価値についての理解を深めるために

２．中心的な教材によって、本時で扱う道徳的価値の
追求を行う。

○弥一郎に様々な困難がやってきます。その時どのような
ことを思ったでしょうか。

物事を広い視野から多面的・多角的に考え、
自己の生き方についての考えを深めるために

・「あきらめなかったから」などの抽象的な発言に対し
ては、更に具体的に述べさせることで、人間の強さま
で価値を深めさせる。

３．本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考
えを振り返る。

人間としての生き方についての考えを深めるために

・弥一郎の気持ちを想像させたように自らの気持ちも想
像させる。
・目標達成を目指す過程で人間の弱さが現れることを肯
定的に捉えさせたい。

きまりは何のためにあるのだろうか。

目標を達成するために大切なことは何だろうか。

◎なぜ弥一郎は目標を達成することができたのでしょうか。

教材を範読する前に、あらかじめ登場人物や考える
場面を伝えておくことで、教材の内容の理解を促す。

主人公の気持ちを想像
することを通して、「き
まり」を守ることが規律
ある社会の実現に資する
ことを理解させる。

・プラス思考を内側にマイナス思考を外側に板書する。
・偉人の人間としての強さを視覚的に強調する。

○なぜ「きまり」があるのでしょうか。

○目標を達成するために大切なことは何だと思いますか。

＜板書例＞

＜黒板での意見の整理例＞

主な学習活動（○発問 ◎中心発問）



道 徳 科 学 習 指 導 案  
平成30年６月 第１学年 指導者 前原 聡 

 

１ 主題名 きまりの意義 内容項目Ｃ－ (10)遵法精神、公徳心 

 

２  教材名 「人に迷惑をかけなければいいのか？」（出典：廣済堂あかつき） 

 

３ 主題設定の理由 

 (1) ねらいとする道徳的価値について 
       「法やきまり」は、「私」と「私」の利益がぶつかり合う集団に秩序を与え、摩擦を最小限にするため

に人間の知恵が生み出したものである。社会の秩序と規律を守ることによって、個人の自由が保障される

という理解が大切である。無法状態では自由は保障されない。自分の欲望のままに生活することを制限す

るものとして法を捉えて仕方なく法に従うのではなく、上記の理解から積極的に法に従う姿勢が規律ある

安定した社会の実現のために求められていることに気付かせ、進んで守ろうとする態度を育てたい。 

 (2) 生徒の実態について 
本学級の生徒は、これまでに「法やきまり」の意義や権利を大切にし、義務を果たすことの意義につい

て学んできている。しかしながら、入学して間もない時期である現在は、中学校の「ルールだから守る」

と他律的に捉える生徒も少なくない。そこで、「法やきまり」を「尊重したいから守る」と自律的に捉え

させ、実践していこうとする態度を育てたい。 
 (3) 教材について 
       本教材は、「僕」が通り抜けを禁止されている駐車場を通ってしまう途中でビンを割り、破片で車をパ

ンクさせてしまうことから始まる。父親や友達と共に管理人の元へ謝罪に行く過程で、知らず知らずのう

ちに様々な人に迷惑をかけていたことを実感していくという内容である。 

   生徒は、「僕」の「人に迷惑をかけなければ何をやってもかまわない」という考え方に共感できるだろ

う。しかし、自分が考え得る範疇には限界があり、自分の予測を超えたところでも他者とつながっている

ことから、法やきまりは社会全体のことを考え設定されていることに気付かせたい。さらに、この公の視

点を大切にすることにより、自律的にきまりを守る意識をもたせたい。 

 

４ 指導方針 
  ○本時で扱う道徳的価値を想起し、問題意識をもつために 

・近隣駐車場の現状を写真で提示し、道徳的な問題を他人事ではなく自分事として考えさせる。 
 ○中心的な教材によって、本時で扱う道徳的価値の追求を行うために 

・「僕」が迷惑をかけた人を確認する際に、どのような迷惑をかけたのかも確認することで、知らず知らず

のうちに様々な人に迷惑をかけていたことに気付かせる。 
 ・「僕」の考えに対して共感するか共感しないかを議論することで、「法やきまり」の意義について多面的

・多角的に捉えさせる。 
・「僕」が気付いたことは何かを考えさせることで教材への自我関与を促し、「法やきまり」を守ることは

想定される範囲を超えた様々な人たちの権利を守ることであると気付かせる。 

 ○本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返るために 

 ・本時における問題意識を確認するとともに自らの考えを表現させることで、「法やきまり」の遵守を日常

生活の中で見直していこうとする態度を育てる。 



５ 本時の展開 
 (1)  ねらい 

「僕」の考えに対する意見を比較・検討するとともに「僕」が「わかった」ことは何かを考えることを通

して、きまりの意義を理解し進んで守ろうとする態度を育てる。 
 (2) 準備 

教師：ワークシート、駐車場の写真（拡大） 
 (3) 展開 

学習活動と発問 時間 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

１ 近隣駐車場の写真から、道徳

的価値を想起する。 

 

３ 

分 

・駐車場に入らせないためにコー 

ンが並んでいる。 

 

●実際の写真を提示することで、道徳的価値

（遵法精神）を自分事として考えさせる。 

２ 資料を読んで話し合う。 

〇結局、「僕」は誰に迷惑をかけ

ましたか。 

○「僕」は「人に迷惑をかけなけ

ればいい」と考えていました。

これに共感しますか、しません

か。 

個人（自分の考えを押さえる） 

→グループ（意見の交流・分類） 

→全体（意見の比較・検討） 

【問い返し（◇）】 

◇「きまり」を破ったとしてもビ

ンを割らずに戻せば誰も傷付け

なかったのではないですか。 

27 

分 

 

 

 

 

 

・両親。 

・駐車場の持ち主。 

・共感します。誰も気付かないのな

ら、何をやってもいいと思いま

す。 

・共感しません。「きまり」を守ら

ないといつか人に迷惑をかけま

す。 

・質問ですが、今の議論と「きまり」

とは関係ないのではないですか。 

・そもそも「きまり」を守れば人に

迷惑をかけないのではないでし

ょうか。 

●教材を範読する前に、あらかじめ登場人物

や考える場面を伝えておくことで、教材の

内容の理解を促す。 

●「僕」の考えに対する意見を議論させるこ

とで、「きまり」の必要性についての多様

な感じ方や考え方を引き出させる。なお、

多面的・多角的に考えさせることが目的の

ため、それぞれの立場に優劣をつけない。 

●全体で意見を交流する前にグループでの交

流の場を設けることで、全体で発言しやす

い雰囲気をつくる。 

●大多数が「共感しない」場合、問い返すこ

とで「きまり」を破ることが他の問題を引

き起こすことに気付かせる。 

◎「そして今朝、先生の言ってい

たことが、初めてわかったよう

な気がした。」とありますが、

「僕」は何が分かったのでしょ

うか。 

個人（自分の意見を押さえる） 

→グループ・全体（意見の交流） 

10 

分 

・きまりを守らないことが悪いと 

いうこと。 

・きまりを守らないと、いずれは人

に迷惑をかけるということ。 

・「先生」が、きまりを守らないと

結果的に人に迷惑をかけてしま

うことを教えてくれていたこと。 

●「僕」の考えを想像させることで、教材へ

の自我関与を促すとともに、多様な感じ方

や考え方を整理させる。 

●「僕」が学んだ「きまり」の意義について

考えさせることで、規律ある社会が実現す

るためには「きまり」の遵守が不可欠であ

ることを理解させる。 

３ 価値に対する思いや考えを振

り返る。 

〇「きまり」は何のためにあると

考えますか。 

10 

分 

 

 

・きまりは人に迷惑をかけないた 

めにある。 

・人に迷惑をかけないための大切 

な規則（お互いのルール）。 

●初めに掲示した写真とともに本時における

問題意識を振り返らせることで、日常生活

でも「きまり」を守ろうとする意欲や態度

につなげさせる。 

(4) 評価の視点 
○「僕」の考えに対して共感するか、共感しないかを議論する場面で、きまりの意義について、多面的・

多角的な見方へと発展しているか。 

○身近なきまりに気付いたり本時の振り返りをしたりする場面で、きまりの意義について、自分自身との

関わりの中で深めているか。 

きまりは何のためにあるのだろうか？ 
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１．本時で扱う道徳的価値を想起し、問題意識をもつ。

問題意識

○近隣駐車場の写真を提示し、身
近にも「きまり」があることに
気付かせる。

○「きまり」を実際に守ることが
できているかどうか考えさせる
ことで、問題に対する切実感を
もたせる。２．中心的な教材によって、本時で扱う道徳的価値の追求を行う。

発問を構成する際には

○初めに二つの立場のうちどちら
かを選択させることで、一人一
人の感じ方や考え方を生かした
議論が可能になる。

３．本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返る。

振り返り

○様々な意見を比較・検討させる
ことで、身近な問題から広げ、
人間の生き方などへと深めさせ
る。

協働や対話の場

○ペアやグループでの意見交流を
取り入れることで、全体での比
較・検討の際の発言を促すこと
ができるようにする。

○共感する生徒の意見、共感しな
い生徒の意見と順に述べさせ整
理して黒板していく。その後、
反論や質問を受け付けることで
意見を比較・検討させていく。

○「きまり」の必要性について多
面的・多角的に考えさせること
が目的のため、意見を比較・検
討する場面では、二者の優劣を
つけない。

指導例：主題名 「きまり」の意義 Ｃ-(10)遵法精神・公徳心

教材名 『人に迷惑をかけなければいいのか？』（廣済堂あかつき）第１学年

特別研修員 前原 聡中学校 道徳

指導のポイント

ねらい：「僕」の考えに対する意見を比較・検討するとともに「僕」が「わかった」ことは何
かを考えることを通して、きまりの意義を理解し進んで守ろうとする態度を育てる。

評

価

の

視

点

・「僕」の考えに対して共感するか、共感しないかを議論する場面で、きまりの意義について、
多面的・多角的な見方へと発展しているか。

・身近なきまりに気付いたり本時の振り返りをしたりする場面で、きまりの意義について、自分
自身との関わりの中で深めているか。

Ｔ：駐車場の周りにコーンがあります。それは、
何のためにあるか分かりますか。

Ｓ：入っちゃだめという意味。
Ｓ：私、通っていたかもしれない･･･。
Ｔ：なぜ私たちの身の回りには「きまり」があるのでしょうか。

今日は、このことについて考えていきます。

きまりは何のためにあるのだろうか。

○「僕」は「人に迷惑をかけなければいい」と考えていました。これに共
感しますか、しませんか。

Ｔ：共感する人から意見をどうぞ。
Ｓ：なぜ共感するのかというと私がそうだからです。
◇「そう」について、詳しくお願いします。何が「僕」と同じなのですか。
Ｓ：人に迷惑をかけていないのに何でわざわざ面倒な方にしなければなら

ないのか、便利な方に進まないのかということが私には分かりません。
Ｓ：（みんなそうだったら）国が危うくなりませんか。
Ｔ：共感しない人で意見が言える人はいますか。
Ｓ：ルールは守らないといつ人に迷惑をかけているか分かりません。でも、

例えば教科書を必ず持ってくるというルールは、忘れても他の人には
迷惑をかけません。自分だけが不利益を被ります。それだけは「僕」
に共感できます。

○双方に反論か、もしくは質問がありますか。
Ｓ：共感する人が先程からルールとか言っているけれども、ここでは人に

迷惑惑をかけるかどうかということなので、ルールとかきまりとかは
関係ないと思います。

Ｓ：「僕」はルールを破って迷惑をかけているの
だから、関係があると思います。

Ｓ：もう少し分かりやすく言ってください。
Ｓ：だから、ルールを守っていれば人に迷惑をか

けないのではないかということです。

◎「そして今朝、先生の言っていたことが、今、
初めてわかったような気がした。」とあります
が、「僕」は何が分かったのでしょうか。

Ｓ：きまりを守らないことが悪いということです。
いずれかは必ず人に迷惑をかけるということ
です。 ＜板書例＞

○「きまり」は何のためにあると考えますか。
Ｓ：きまりは人と人とのルールで、人に迷惑をかけないための大切な規則

です。
Ｓ：日本の社会が成り立たなくなるのを防ぐためです。
Ｓ：きまりは、人が正しく生きるためにあります。
○今日の授業を自由に振り返りましょう。
Ｓ：人間は誰かに迷惑をかけてしまうものだから、「きまり」を守って

できるだけ人に迷惑をかけないようにしようと思いました。

中心発問

○「僕」の考えを想像することを
通して、「きまり」を守ること
によって規律ある社会が実現し
ていくことを理解させる。


